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ゴールド興産株式会社が生産した有機 JAS不適合資材の使用が確認され
た場合の処置について（不適合資材の追加）

日頃より有機 JAS制度の適正な運営に御協力いただきありがとうございます。
平成２７年９月２８日付け２７消安第３５７９号をもって、農産安全管理課長か

ら地方農政局消費・安全部長等に対し、ゴールド興産株式会社及び同社代表が代表

を務める株式会社エコス農業法人が生産した別紙の資材について、化学的に合成さ

れた尿素等が使用されていたことが通知されました。

別紙の資材についても、「バッチリ米キング」及び「核アミノ１０」の場合と同

様、下記の取扱としますので、適切にご対応頂きますようお願いします。

記

１．別紙の肥料を育苗に使用した場合

別紙の肥料を育苗に使用した場合については、有機農産物の JAS 規格第４条
「ほ場に使用する種子又は苗等」の項の３に該当すると判断します。

【ほ場】認定継続

【当該肥料を育苗に使用した農産物】格付可能

２．別紙の肥料をほ場に使用した場合

別紙の肥料をほ場に使用した場合については、次の措置を講じます。

【ほ場】認定継続

【当該ほ場で生産した農産物】不適合資材の最終使用日から１年間は格付不可、

それ以降に収穫したものについては有機農産物として格付可能

３．別紙の肥料をほ場に使用した場合であって、不適合資材の最終使用日から１年

以内に収穫した農産物については、有機ＪＡＳマークを抹消するとともに、既に

販売を行っている場合には、販売先に対して、当該農産物が有機ＪＡＳ規格に適

合しなくなったことを通知すること。






